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P127 No.198
家 庭 児 童 相 談 室 【 再 掲
（No.142）】

こども家庭課

P127 No.199
子育て世代包括支援センター特定
妊婦の早期発見

こども家庭課

子育て世代包括支援センターにて、全
ての妊婦と面接し、実情を把握しま
す。経済的に困窮している妊婦は特定
妊婦として、支援プランを作成し、妊
娠期から子育て期まで、医療、福祉等
の関係機関と連携を図りながら相談の
支援をします。

〇全数妊婦面接を行い、経済的
困窮者への継続的支援を実施
　経済的な問題を有する特定妊
婦数　13人

継続

P127 No.200
保育所（園）入所時の面接・入所
後相談

保育課

保育所（園）入所面接時及び入所後に
おいて家庭状況の聞き取りや児童の観
察を行い、児童虐待や家庭の貧困問題
等を発見した場合は、速やかに、関係
各課に通告・相談し問題の解決を図り
ます。

○保育所（園）入所面接時及び
入所後において家庭状況の聞き
取りや児童の観察を行い、児童
虐待や家庭の貧困問題等を発見
した場合は、速やかに、関係各
課に通告・相談し問題の解決を
図った。

継続

P127 No.201 幼稚園での相談 学校教育課/保育課

幼稚園において家庭状況の聞き取り、
児童の観察を行い、児童虐待や家庭の
貧困問題等を発見した場合は、速やか
に、関係機関に通告・相談し問題の解
決を図ります。

【学校教育課】
○のびのび発達相談での児童の
観察
【実施幼稚園・保育所・保育
園】22カ所（１００％）

【保育課】
○幼稚園において家庭状況の聞
き取りや児童の観察を行い、児
童虐待や家庭の貧困問題等を発
見した場合は、速やかに、関係
各課に通告・相談し問題の解決
を図った。

継続
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P127 No.202 小・中学校での相談 学校教育課

学校の児童・生徒の状況により、必要
な場合は担任や養護教諭、スクールカ
ウンセラー、スクールソーシャルワー
カー、学校支援相談員、心の教室相談
員等により面接を行い、貧困問題等を
発見した場合は、関係機関と連携を図
ります。

○スクールカウンセラー、心の
教室相員、学校支援相談員を配
置・臨床心理士による相談
【実施校数】小学校14校、中学
校9校（100％） 継続

P127 No.203
スクールソーシャルワーカーによ
る相談

学校教育課

巡回相談や面談等の相談を行うことに
より、見えにくい貧困の問題を発見
し、早期に福祉制度につなげ家庭を支
援し解決に結びつけるため、学校と福
祉関係機関との連携を図りながら、家
庭を支援します。

○スクールソーシャルワーカー
による巡回相談及び個別相談
【実施校数】小学校14校、中学
校9校（100％）

継続

P128 No.204 ひとり親家庭自立支援相談 こども家庭課

ひとり親家庭の保護者の相談に、母
子・父子自立支援員兼婦人相談員が応
じ、個々の家庭の実状に応じた自立支
援プログラムを策定し自立に向けた支
援を行います。

〇相談者数　943人
〇相談回数　1735回
〇経済的支援(貸付や償還な
ど）403件、654回 継続

P128 No.205 地域と連携による早期発見
学校教育課/こども

家庭課

民生委員児童委員、地区社協、自治会
等、地域からの支援を要する家庭の連
絡により、ソーシャルワーカーや家庭
相談員が相談に応じ必要な支援制度に
つなげます。

【学校教育課】
○スクールソーシャルワーカー
による巡回相談及び個別相談
【実施校数】小学校14校、中学
校9校（100％）
【こども家庭課】
福祉関係実情把握訪問にて学
校、主任児童委員、家庭相談員
で対象児童の情報共有を実施

継続
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P129 No.206 生活福祉資金貸付事業
真岡市社会福祉協

議会

低所得世帯、障がい者世帯、失業など
により生活が困難な世帯を対象に、経
済的自立と生活意欲の助長を図ること
を目的に、栃木県社会福祉協議会が実
施主体となり実施する貸付事業です。
真岡市社会福祉協議会では、貸付の窓
口、予備審査、償還指導などの事務を
行うものですが、貧困世帯や行政など
関係機関からの相談に対し適切な助
言・指導を行うことで、世帯の自立に
向けた支援を行います。

○生活福祉資金本則等による貸
付及び新型コロナウイルス関係
の特例貸付を行った。
臨時特例つなぎ資金
【申請件数】1件
【申請金額】100,000円
コロナ特例貸付
【申請件数】2,389件
【申請件数】955,700,000円

継続

P129 No.207 社会福祉金庫貸付事業
真岡市社会福祉協

議会

緊急かつ一時的に生計維持が困難と
なった世帯の課題解決に向けた相談を
行い、必要に応じて少額の貸付を行い
ます。

〇生活再建に向け、相談に応
じ、必要な貸付を行った。
【貸付件数】23件
【貸付金額】478,000円 継続

P129 No.208 緊急用食料等給付事業
真岡市社会福祉協

議会

低所得者等が、緊急かつ一時的に食料
等の生活に必要なものが確保できなく
なり、生命が脅かされるおそれがある
場合、生活再建に向けた支援のため、
食料等の現物給付を行います。

〇生活再建に向け、相談に応
じ、必要な給付を行った。
【給付件数】2件

継続

P130 No.209
生活困窮世帯等の子どもに対する
学習支援事業

社会福祉課

子どもの学習支援をはじめ、日常的な
生活習慣、仲間との出会い活動ができ
る居場所づくり、進学に関する支援、
高校進学者の中退防止に関する支援
等、子どもと保護者双方に必要な支援
を行います。

○生活困窮している世帯の中学
生に対し居場所づくり、学習支
援を行っている。
定員50名、利用者48名

継続
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P130 No.210 就学援助制度 学校教育課

小・中学校に通学している児童生徒の
保護者で経済的に困難な家庭に対し
て、学校でかかる経費の一部を援助し
ます。

〇給食費、学用品費等を支給
【支給人数】
小学校　256人
中学校　167人 継続

P130 No.211 奨学金制度【再掲（No.35）】 学校教育課

P130 No.212
就労者定住促進奨学金返還支援事
業【再掲（No.36）】

学校教育課

P130 No.213
スクールソーシャルワーカーによ
る学校と福祉の連携調整

学校教育課

貧困状況にある子どもを、学習支援や
就学援助等の支援に円滑につなぎま
す。

○スクールソーシャルワーカー
による巡回相談及び個別相談
【実施校数】小学校14校、中学
校9校（100％） 継続

P131 No.214 生活困窮者の就労支援
真岡市社会福祉協

議会

収入が不安定で家賃や税金を滞納して
いるなど、生活に困りごとや不安を抱
えている方の相談に応じ、具合的な支
援プランを作成し、寄り添いながら自
立に向けた支援を行います。就労に関
する支援としては、ハローワーク※へ
の同行支援や、履歴書の書き方の支
援、就労に向けた生活面を整えるため
の支援などを行います。

【社会福祉課】
○生活保護に至る前の世帯への
段階で自立を支援する。自立相
談支援事業、家計改善支援事業
を行っている。
相談人数90人
就労に結びついた人数22人
家計改善支援　4人
【社会福祉協議会】
〇生活困窮者の相談に応じ、自
立に向け支援した。
【新規相談件数】93件
【プラン策定件数】44件

継続
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P131 No.215 ひとり親家庭の就労支援 こども家庭課

ひとり親家庭の保護者の相談に応じ、
生活状況や就業への意欲等の状況を把
握した上で、自立支援プログラムを策
定し、資格取得促進のための事業の紹
介やハローワークと連携し就労支援を
行います。

〇就労に関する相談
102件、188回

継続

P131 No.216
高等職業訓練促進給付金等事業
【再掲（No.169）】

こども家庭課

P131 No.217
母子家庭等自立支援教育訓練給付
金事業【再掲（No.170）】

こども家庭課

P132 No.218 児童扶養手当【再掲（No.22）】 こども家庭課

P132 No.219
ひとり親家庭医療費の助成【再掲
（No.171）】

こども家庭課

P132 No.220
母子・父子・寡婦福祉資金貸付
（県）【再掲（No.173）】

こども家庭課

P132 No.221
ファミリー・サポート・センター
利用料助成【再掲（No.31）】

こども家庭課

P132 No.222 生活保護 社会福祉課

経済的支援の必要な困窮世帯に対し
て、生活保護制度による経済的支援を
することにより、子どもの健全育成と
生活基盤の確保を支援します。

○生活扶助の他、教育扶助・生
業扶助により、通学の援助等を
おこなっている。
生活保護世帯507世帯、604人
うち就学児童27人

継続

P132 No.223 多子世帯への支援 関係各課

多子世帯を対象とした支援の充実を図
り、経済的負担等の軽減に取り組みま
す。

○ファミリー・サポート・セン
ター利用料
2人目以降の利用料半額（別途
利用料補助あり）

継続

67



令和2年度　子どもの貧困対策推進計画

計画掲載
ページ

番号 取組・事業 ⑤担当課 ①内容
令和2年度実績

（現計画初年度）

③事業の方
向性

（※継続、
拡大、縮
小、終了よ
り選択）

④事業の方向性が「継
続以外」の場合、その

内容や理由

P132 No.224 助産制度 こども家庭課

保健上必要があるにもかかわらず、経
済的理由により入院助産を受けること
ができない妊産婦への支援を検討しま
す。

〇助産制度利用0件
経済困窮や外国籍のビザなし妊
婦等は早期に介入し相談に応じ
ている。

継続

P133 No.225
貧困等困難を抱える児童の情報共
有に関する庁内連携体制の整備

関係各課

貧困等困難を抱える児童に対し、関係
部署が連携しながら、課題の解決に向
けた対応を行います。

○貧困等困難を抱える児童に対
し、関係部署が連携しながら、
課題の解決に向けた対応を行っ
ている。 継続

P133 No.226
子ども家庭総合支援拠点の整備
【再掲】

こども家庭課

P133 No.227
スクールソーシャルワーカーによ
る相談支援

学校教育課

学校訪問や保護者等との面談を定期的
に行い、見えにくい貧困の問題の早期
発見に努め、学校と福祉関係機関との
連携のもと、福祉制度につなげるな
ど、必要な支援を図ります。

○スクールソーシャルワーカー
による巡回相談及び個別相談
【実施校数】小学校14校、中学
校9校（100％） 継続

P133 No.228
要保護児童対策地域協議会【再掲
（No.141）】

こども家庭課

P133 No.229
こども食堂参入者への連携支援
【再掲（No.19）】

真岡市社会福祉協
議会

P133 No.230
フードバンク参入者への連携支援
【再掲（No.20）】

真岡市社会福祉協
議会
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